
 １月 30日（木）、２月６日（木）に、「第７回、第８回昼休み芸能・自慢大会」が開催されまし

た。第７回大会は、５組の皆さんが、第８回大会は、４組の皆さんが出場してくれました。詫間小

学校の子どもたちや教職員はもちろんのこと、詫間幼稚園の子どもたち、保護者の皆さんにも応援

に来ていただき、大いに盛り上がった大会となりました。出場者の皆さん、大変お疲れ様でした。 

 次回は、３月６日に、今年度最終となる「第 

９回昼休み芸 

能・自慢大会」 

を開催する予定 

です。５組の出 

場者を予定して 

いますので、最 

終回もぜひ、応 

援に来てくださ 

いますようご案内申し上げます。 

 ２月 17日（月）。全校集会で「新児童会役員任命式・児童会役員引継ぎ式」が行われました。ま

ず、選挙の開票結果が発表され、５年生の新児童会役員６名に、校長から任命書を渡しました。そ

の後、６年生の旧児童会役員から 

５年生の新児童会役員に「役員バ 

ッチ」が手渡され、新旧の役員を 

代表して、それぞれ会長から挨拶 

がありました。 

 ６年生の役員の皆さん。これま 

で詫間小学校のリーダーとして、学校に心地良い風を吹かせてくれました。ありがとうございまし

た。そして、新役員の皆さん、詫間小学校の児童会は、皆さんにお任せします。大いに活躍してく

れると期待しています。新役員は以下のとおりです。（敬称略） 

会長 汐見 遥馬   役員 喜田 唯彩 小畑 侑聖 十河 蓮志 林本 依叶 前川 智輝 
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 学 校 便 り  琢磨 

令和６年度 第 21号 R7.2.19 三豊市立詫間小学校 

第７回、第８回昼休み芸能・自慢大会 

新児童会役員任命・引継ぎ式 

最近の主な行事のワンショット 2/10 読み聞かせ 

2/12 読み聞かせ 

2/14 なかよし集会 

1/28 避難訓練 



真鍋校長の独り言 ７ 

 

私の勤務した学校 その６ 

（三豊市立詫間小学校 平成 22年４月～平成 25年３月） 

 

 久しぶりに三豊市の学校に帰って来ました。（ちなみに、三豊を出て行った時は、三豊市では

なく三豊郡でしたが…。）それが、本校、三豊市立詫間小学校だったのです。平成 22年のことで

すから、詫間小学校の皆さんのお兄さんやお姉さんが通っていたかもしれません。もしかしたら、

お父さんやお母さんが、当時、小学生だったということだってあるかもしれません。その時も、

今と同じ校舎で、運動場も体育館も、藤棚もプールも今のままでした。全校生は、今よりも多く

て 500人は超えていたと思います。５年前の詫間小学校と同じくらいの規模で、全学年３クラス

でした。 

 読み聞かせボランティアも、和太鼓、お花、書写アート、お茶と、専門の講師の先生が教えて

くださるクラブ活動も今と同じようにありました。校内マラソン大会もありました。一輪車も今

と同じくらいありました。 

 その詫間小学校の新米教頭として私は赴任しました。授業は、４、５、６年生の図工と書写を

担当しました。当時は、詫間町文化祭に一人１作品（習字か図画、工作の子も少しいた）を出品

していましたので、秋は、授業が大忙しでした。そして、卒業式には、６年生が、手作りのオル

ゴールを組み立てて、その中にお父さんかお母さんが好きな曲のオルゴールを入れて、その上、

感謝の手紙を中に入れて、卒業式の当日に、保護者控室（ランチルームとか図工室とか）に置い

ておく、まあ、サプライズのようなことをしていたのです。６年生が 90～100人くらいいて、卒

業前の忙しい時に、オルゴールを組み立てて、彫刻刀で模様をほり、ニスを塗っていくなんてこ

とをしている余裕がなく、私は、とにかく完成を急がせたり手伝ったりで大忙しでした。と言う

より、卒業式の朝、オルゴールが無かったら大変なことになりますので、ものすごいプレッシャ

ーを感じていました。卒業式の前日に、何とか全員、完成はしたもののニスを塗る時間が無くて、

私が夜中までかかってニスを塗り、翌朝、完全に乾き切っていないかもしれないという心配をし

ながら卒業式の朝を迎えたものでした。 

 そんな詫間小学校２年目で、私が始めたことが、真鍋教頭主催の「昼休み芸能・自慢大会」で

した。今もやっている児童会主催の「昼休み芸能・自慢大会」は、実は、この時、平成 23年か

ら始まったものなのです。この自慢大会、最初は、当時の校長先生に許可を得て、私一人で始め

ました。今と同じように「申込書」を作って、出場したい希望者は「自分で用意をするか、誰か

に頼んで手伝ってもらうか」という約束で出場者を募集しました。プログラムを作って、自分で

印刷して、全児童に配りました。会を重ねる度に、出場者も見に来る子どもたちもどんどん増え

ていきました。長い昼休みはなかったので、芸能・自慢大会をする日だけは、掃除をカットして

もらっていました。 

 そのうち、児童会役員の子どもたちが手伝ってくれるようになりました。そして、保護者にも

案内を出すようになりました。毎回、体育館いっぱいの子どもたちや教職員、保護者の皆様が来

てくださいました。もちろん、仕事はどんどん忙しくなりましたが、やりがいはどんどん高まっ

ていきました。とにかく楽しかった思い出しかありません。 

 だから、５年前に詫間小学校に帰って来た時、真っ先にしたかったのは「昼休み芸能・自慢大

会」だったのです。残念ながら、コロナ禍のため、実施できたのは昨年度からでしたが。今は、

本当に幸せです。 

 詫間小学校で３年間を過ごした後、また、香川県教育委員会義務教育課という教育行政の部署

に転勤することになりました。そこで３年間（平成 25年４月～平成 28年３月）を過ごすことに

なりますが、その３年間は皆さんにお伝えすることはあまりありませんので省略します。次に、

行くことになる学校は、三豊市立比地小学校です。６年の宗田先生や２年の白川先生が、詫間小

学校に来る前にいた学校です。そこに新米校長として、平成 28年４月に赴任したのです。 


